
　

田
原
市
で
は
、住
民
同
士
の
助
け
合
い
や
協

力
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
中
心
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

各
自
治
会
で
は
、各
種
課
題
対
応
、親
睦
行

事
、意
見
の
集
約
や
市
と
の
連
絡
調
整
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ

ら
は
、自
治
会
長
さ
ん
や
役
員
さ
ん
を
中
心
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、住
民
一
人
ひ
と
り

が
役
割
分
担
す
る
こ
と
で
、円
滑
な
自
治
会
活

動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
、支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❖
自
治
会
が
担
っ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
動

各
種
情
報
の
伝
達

広
報
紙
や
回
覧
の
配
布

居
住
環
境
の
維
持

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
、
美
化
活
動
な
ど

自
主
防
災
活
動

地
震
・
風
水
害
な
ど
の
対
策
、
安
否
確
認
、

訓
練
な
ど

交
通
安
全
・
防
犯
活
動

登
下
校
見
守
り
、
防
犯
灯
の
管
理
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど

地
域
福
祉
活
動

高
齢
世
帯
の
見
守
り
、
要
援
護
者
の
把
握
、

子
ど
も
会
活
動
な
ど

地
域
住
民
の
交
流

盆
踊
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
文
化
活
動
な
ど

地
域
意
見
・
要
望
の
集
約

総
会
で
の
意
見
交
換
、
市
へ
の
伝
達
な
ど

❖
市
と
地
域
の
協
働
で
効
果
が
得
ら
れ

る
業
務
の
例

①
市
か
ら
の
広
報
な
ど

の
文
書
は
、そ
の
配
布
・

回
覧
を
通
じ
て
、地
域

内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
促
進
や
高
齢
者
の
安

否
確
認
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
※
市

か
ら
の
依
頼
業
務
は
、協
働
助
成
金
に
よ
る

支
援
あ
り

②
交
通
安
全
運
動

な
ど
は
、住
民
自
ら

の
意
識
啓
発
に
も
な

り
、効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

へご協力ください。
▶市民協働課☎ 23 － 3504

自 治 会 活 動

田原市市民協働まちづくり条例（H20.4 施行）の要約

○本市のまちづくりは、地域コミュニティ団体（自
　治会等）を基礎とする。〔第 14 条〕　
○地域コミュニティ団体（自治会等）は、地域住
　民の福利向上を図るため、自主的に地域の課題
　に対処する。〔第 15 条〕
○市民、市民活動団体、事業者は、自らの役割を
　踏まえ、身近な地域コミュニティ団体（自治会等）
　の活動に参加するよう努める。〔第 16 条〕

災害時における
地域の「絆」の大切さ

東日本大震災以降、初期救助活動や復興への
道のりにおいて、地域の「絆」の大切さが

再認識されています。
新潟県中越地震（H16）でも、
隣近所の情報提供がきっかけで、
行方不明者を倒壊家屋から迅速
に救助することができました。
このように、いざというときは、
日ごろからの交流や助け合い活
動が、大きな力を発揮します。

◦

盆踊り

◦

清掃活動

◦

神戸コミュニティ協議会「ながら見守隊」の活動
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